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10
月
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
た「
燃
ゆ

る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
」は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
来
年
以
降
へ
の

延
期
が
決
定
し
ま
し
た
。（
８
／
21
現
在
）

　
国
体
の
延
期
は
史
上
初
め
て
の
こ
と
で
、
準

備
に
関
わ
っ
て
き
た
大
会
関
係
者
や
、
出
場
を

予
定
す
る
選
手
へ
の
影
響
は
大
き
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
本
市
で
開
催
予
定
で
あ
っ
た
正
式
５

競
技（
ホ
ッ
ケ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ウ

エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
、軟
式
野
球
、空
手
道
）

と
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
競
技
に
つ
い
て
、
地
元
で
の
開
催
を
楽
し
み

に
し
て
い
た
市
民
も
多
く
、
早
期
で
の
開
催
時

期
の
決
定
が
待
た
れ
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
各
選
手
や
関
係
者
、
大
会
準
備

に
関
わ
っ
て
き
た
方
々
の
大
会
延
期
を
受
け
て

の
思
い
、
こ
れ
か
ら
の
挑
戦
や
地
元
へ
の
感
謝

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
今
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま

し
た
。
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延
期
と
か
中
止
に
つ
い
て
は
前
々
か

ら
思
っ
て
は
い
た
が
、
正
直
残
念

と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
年
齢
的
に
も
今

大
会
が
最
後
と
考
え
て
い
た
。
来
年
の
三
重

国
体
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
は
考
え
て
い

な
い
。

　
今
ま
で
応
援
し
て
く
れ
た
人
た
ち
や
指
導

者
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。
み
ん
な
の
声

援
で
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
に
な
れ
た
し
、
自

分
だ
け
の
力
で
は
出
せ
な
か
っ
た
結
果
を
指

導
者
が
導
い
て
く
れ
た
。

　
思
い
入
れ
の
強
い
大
会
は
、
ス
ナ
ッ
チ
77

㎏
級
で
２
位
に
入
賞
し
た
愛
媛
国
体
。
前
大

会（
岩
手
）で
結
果
を
出
せ
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
こ
の
入
賞
で
自
信
に
つ
な
が
り
、
さ
ら

に
競
技
を
続
け
る
原
動
力
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
験
が
、
日
ご
ろ
の
仕
事
や

生
活
な
ど
に
も
生
か
し
て
い
け
る
と
考
え
て

い
る
。

かごしま国体通信  特別編

下原　玄大 選手
（旧入来商業高校出身）

ウエイトリフティング
スナッチ81kg 級

クリーン＆ジャーク81kg 級

　県外で活動していた時期もあったが、かごしま国
体の開催に照準を合わせ地元に戻ってきた。今大会�
が最後という思いで、全力を注ぐつもりであった。
３年後の延期案も出ているが、今は想像できない。
ただ、このままでは終われない。気持ちを切り替え、
来年の九州大会そして、国体で今までの借りを返し
たい。勝利へのモチベーションを上げていく。

中畝地　里沙 選手
（旧樋脇高校出身）

ホッケー成年女子

　鹿児島での国体開催は、一生
に一度の舞台であると考えてい
た。応援に行くと言っていた母
や祖母に試合を見せられないの
は非常に残念。今後は、開催が
検討されているウインターカッ
プなどへ向けて練習に励んでい
きたい。

森　月羽 選手
（れいめい高校２年）

バスケットボール
少年女子

　茨城国体でも代表メンバーと
して出場したが、今大会に対
する思いは特別なものがあっ
た。前大会で仲間たちと果たせ
なかった悔しさを、全力でぶつ
けていく思いでいっぱいだった。
リベンジする舞台が無くなり、
言葉が出ない。

東後藤  優志郎 選手
（川内高校２年）

バスケットボール
少年男子

　今までインターハイなどに出
場してきたが、国体は特別の舞
台。地元、薩摩川内でみんなの
期待に応えたかったが残念であ
る。ただ、次の国体も視野には
入っており、さらに挑戦し続け
たい。今まで共に頑張ってきた
チームメイトにも感謝している。

上原　翔 選手
（川薩清修館高校３年）

ホッケー少年男子

　延期が決まった時には、練習にも気が乗らない時
期があったが、今は気持ちを切り替えて次期大会を
目標に、練習を続けている。兄（玄大）とは、ずっと
一緒にやってきて、引っ張ってもらっていた。ライ
バルでもあり、仲間でもあった。その兄がいなくな
る不安もあるが、自分がやるべきことは変わらない。
今は兄の分まで頑張るしかないという思いだ。

ウエイトリフティング
スナッチ96kg 級

クリーン & ジャーク96kg 級

下原　卓朗 選手
（川薩清修館高校出身）

＊各選手コメント内容は、取材時のもの
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